
材料化学専攻 履修モデル 
 
[履修例] 
１. 履修モデルの対象学生 

材料化学専攻修士課程及び高度工学コースの学生 
２. 履修モデルの目的 
修士課程では材料化学に関する社会貢献が可能となるよう，先ず基礎学力養成のための「無機材料

化学」，「有機材料化学」，「高分子材料化学」，「材料解析化学」等のコア科目，Major 科目の履修と共
に，材料に関する知識を養成する「機能材料化学」，「応用固体化学」，「有機材料合成化学」，「高分子
機能物性」等を履修することを推奨する。分野横断的な知識を養成する工学研究科開講の「先端マテ
リアルサイエンス通論」や「実践的科学英語演習Ⅰ」，産業界における化学関連の実務的内容を講述
する「化学産業特論」の履修も望ましい。M2 における「材料化学総論」の履修は必須である。博士
後期課程では，更に発展的知識を養成する「機能材料設計学特論」，「無機構造化学特論」，「有機反応
化学特論」，「高分子材料合成特論」等を履修し，自らが更に専門的な問題や課題を発見し解決する能
力を養成する。 
３. 履修モデル 

学年 講義科目 ORT 科目 単位数 

M1 前半 

無機材料化学 
高分子材料化学 
応用固体化学 
有機材料化学 
材料解析化学 
先端マテリアルサイエンス通論 
実践的科学英語演習Ⅰ 
安全衛生工学 
研究倫理・研究公正（理工系） 
学術研究のための情報リテラシー基礎 
先端科学機器分析及び実習Ⅰ 

 10 単位 

M1 後半 

有機材料合成化学 
機能材料化学 
無機構造化学 
有機天然物化学 
高分子機能物性 
生体材料化学 
材料解析化学Ⅱ 
先端科学機器分析及び実習Ⅱ 

 10 単位 

M2 前・後半 
材料化学特論第一，二，三，四 
化学産業特論 
材料化学総論 

 2 単位 

M2 通年  
材料化学特別実
験及演習 

8 単位 

単位計 22 単位 8 単位 30 単位 

D1 前半 

機能材料設計学特論 
無機構造化学特論 
応用固体化学特論 
天然物有機化学特論 
高分子材料物性特論 
現代科学技術の巨人セミナー「知のひらめき」 

 6 単位 

D1 後半 
有機反応化学特論 
材料解析化学特論 
高分子材料合成特論 

 4 単位 

D２前半  研究論文（博士）  

D２後半  研究論文（博士）  

D3 前半  研究論文（博士）  

D3 後半  研究論文（博士）  

単位計 10 単位  10 単位 

 





  令
和
２

年
度

⼤
学

院
共

通
・

横
断

教
育

開
講

科
⽬

⼀
覧

【
⼤

学
院

共
通

科
⽬

群
】

 
 

「
研

究
倫

理
・

研
究

公
正

（
理

⼯
系

）
」

 
 

        ど
れ

か
一

つ
を

必
ず

履
修

登
録

し
、

受
講

す
る

こ
と

。
 

 

 
科

目
名

 

 
授業形態

 

 
単

位
 

数
 

 
対

象
 

学
生

 

 
対

象
 

回
生

 

 
開講

 
期

 

 
担当

 
形態

 

 
提

供
部

局
 

担
当

教
員

（
代

表
教

員
）
 

 
備

考
 

 
氏

名
 

 
職

名
 

 
所

属
部

局
 

 研
究

倫
理
・

研
究

公

正
（

理
工

系
）

 

 R
esearch E

thics 
and Integrity 
(S

cience and 
Technology) 

 講
義

 

 0.5 
 理

 

 院
 

 前
集

 

 複
 

 教
育

院
 

 伊
藤

 
紳

三
郎

 

 
 

 特
定

教
授

  教
育

院
 

（
吉

田
キ

ャ
ン

パ
ス

・
国

際
高

等
教

育
院

棟
）
 

①
  5

月
1
6
日

（
土

）
2
・
3
・
4
限

、
 

5
月

2
3
日

（
土

）
1
・
2
限

ま
た

は
3
・
4
限

 

 研
究

倫
理

・
研

究
公

正
（

理
工

系
）

 

 R
esearch E

thics 
and Integrity 
(S

cience and 
Technology) 

 講
義

 

 0.5 
 理

 

 院
 

 前
集

 

 複
 

 教
育

院
 

 伊
藤

 
紳

三
郎

 

 
 

 特
定

教
授

  教
育

院
 

（
宇

治
キ

ャ
ン

パ
ス

・
黄

檗
ホ

ー
ル

）
 

②
  6

月
1
3
日

（
土

）
2
・
3
・
4
限

、
 

6
月

2
0
日

（
土

）
1
・
2
限

ま
た

は
3
・
4
限

 

 研
究

倫
理

・
研

究
公

正
（

理
工

系
）

 

 R
esearch E

thics 
and Integrity 
(S

cience and 
Technology) 

 講
義

 

 0.5 
 理

 

 院
 

 前
集

 

 複
 

 教
育

院
 

 伊
藤

 
紳

三
郎

 

 特
定

教
授

  教
育

院
 

（
桂

キ
ャ

ン
パ

ス
・
船

井
哲

良
記

念
講

堂
）
 

③
  5

月
3
0
日

（
土

）
2
・
3
・
4
限

、
 

6
月

6
日

（
土

）
1
・
2
限

ま
た

は
3
・
4
限

 



科
目
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
　

G
-LA

S00 80001 LJ20　

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

研
究
倫
理
・
研
究
公
正
（
理
工
系
）

R
esearch Ethics and Integrity(Science

and Technology)
担
当
者
所
属

職
名
・
氏
名

特
定
教
授

国
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伊
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紳
三
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特
定
教
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国
際
高
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育
院

佐
藤
　
亨

教
授

工
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研
究
科

川
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養
一
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大
学
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共
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分
野
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類

)
社
会
適
合

使
用
言
語
日
本
語

旧
群

時
間
数

 7.5時
間

対
象
学
生
理
系
向

配
当
学
年
大
学
院
生

単
位
数

 0.5単
位

開
講
年
度
・

開
講
期

 2020・
前
期
集
中

曜
時
限

集
中

講
義
：

5/16（
土
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2限
～

4限
、
グ
ル
ー
プ
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ー
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：

5/23（
土
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2

限
、

3・
4限

授
業
形
態
講
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 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
研
究
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
大
学
院
生
に
責
任
あ
る
行
動
を
す
る
研
究
者
と
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
心
構
え
を
講

述
す
る
。
研
究
者
と
し
て
の
規
範
を
保
っ
て
い
か
に
研
究
を
進
め
る
か
、
ま
た
研
究
成
果
の
適
切
な
発
表
方
法
な
ど
、

研
究
倫
理
・
研
究
公
正
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
示
し
な
が
ら
、
科
学
研
究
に
お
け
る
不
正
行
為
が
い
か
に
健
全

な
科
学
の
発
展
の
妨
げ
に
な
る
か
、
ま
た
デ
ー
タ
の
正
し
い
取
扱
い
や
誠
実
な
研
究
態
度
、
発
表
の
仕
方
が
、
自
ら

の
立
場
を
守
る
た
め
に
も
い
か
に
重
要
か
を
講
義
す
る
。
さ
ら
に
、
研
究
費
の
適
切
な
使
用
と
知
的
財
産
や
利
益
相

反
に
つ
い
て
学
ぶ
。
講
義
に
続
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
与
え
ら
れ
た
仮
想
課
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
考

え
、
解
決
方
法
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
第
１
講
～
第
４
講
を
通
じ
て
、
研
究
者
と
し
て
の
責
任
あ
る
行
動
と
は
何
か
を
修
得
す
る
。
科
学
研
究
に
お
け
る
不

正
行
為
の
事
例
学
習
、
討
論
を
通
じ
て
、
誠
実
な
研
究
活
動
を
遂
行
す
る
研
究
者
の
心
得
を
身
に
つ
け
、
最
後
に
研

究
倫
理
・
研
究
公
正
に
つ
い
て
の

e-ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
受
講
し
、
理
解
度
を
確
認
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
講
　
科
学
研
究
に
お
け
る
心
構
え
－
研
究
者
の
責
任
あ
る
行
動
と
は
－

１
．
研
究
者
の
責
任
あ
る
行
動
と
は
（
学
術
活
動
に
参
加
す
る
者
と
し
て
の
義
務
）

２
．
不
正
の
可
能
性
と
対
応

３
．
実
験
室
の
安
全
対
策
と
環
境
へ
の
配
慮

４
．
デ
ー
タ
の
収
集
と
管
理
－
実
験
デ
ー
タ
の
正
し
い
取
扱
い
方
－

５
．
科
学
上
の
間
違
い
と
手
抜
き
行
為
の
戒
め

６
．
誠
実
な
研
究
活
動
中
の
間
違
い
と
の
区
別

７
．
科
学
研
究
に
お
け
る
不
正
行
為

第
２
講
　
研
究
成
果
を
発
表
す
る
際
の
研
究
倫
理
公
正

１
．
研
究
成
果
の
共
有

２
．
論
文
発
表
の
方
法
と
プ
ロ
セ
ス

３
．
科
学
研
究
に
お
け
る
不
正
行
為
（
典
型
的
な
不
正
）

４
．
デ
ー
タ
の
取
扱
い
（
デ
ー
タ
の
保
存
・
公
開
・
機
密
）

５
．
そ
の
他
の
逸
脱
行
為
（
好
ま
し
く
な
い
研
究
行
為
）

６
．
研
究
不
正
事
件
（
シ
ェ
ー
ン
捏
造
事
件
）

７
．
不
適
切
な
発
表
方
法
（
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
、
二
重
投
稿
）

第
３
講
　
知
的
財
産
と
研
究
費
の
適
正
使
用

１
．
知
的
財
産
の
考
え
方
（
知
的
財
産
の
確
保
と
研
究
発
表
）

２
．
研
究
資
金
と
契
約

３
．
利
益
相
反
（
利
害
の
衝
突
と
回
避
）

４
．
公
的
研
究
費
の
適
切
な
取
扱
い

研究倫理・研究公正（理工系）
(2)へ続く↓↓↓

研
究
倫
理
・
研
究
公
正
（
理
工
系
）

(2)

５
．
研
究
者
・
研
究
機
関
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

６
．
事
例
紹
介
（
ビ
デ
オ
：
分
野
共
通
４
件
）

７
．
結
語

第
４
講
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

１
．
例
示
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
発
表

２
．
日
本
学
術
振
興
会
「
研
究
倫
理
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」
の
受
講
と
修
了
証
書
の
提
出

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点

]
第
１
～
４
講
の
全
て
に
出
席
と
参
加
の
状
況
、
な
ら
び
に
学
術
振
興
会

e-learningの
修
了
証
の
提
出
を
も
っ
て
合
格

を
判
定
す
る
。

 [教
科
書

]
日
本
学
術
振
興
会
「
科
学
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
」
編
集
委
員
会
『
科
学
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
－
誠
実
な

科
学
者
の
心
得
－
』
（
丸
善
出
版
）

ISB
N

:978-4621089149（
学
術
振
興
会
の

H
P（

https://w
w

w
.jsps.go.jp/j-

kousei/data/rinri.pdf）
よ
り
、
テ
キ
ス
ト
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

 [参
考
書
等

]
（
参
考
書
）

米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
編
、
池
内
了
訳
『
科
学
者
を
め
ざ
す
君
た
ち
へ
―
研
究
者
の
責
任
あ
る
行
動
と
は
』
（
化

学
同
人
）

ISB
N

:978-4759814286
眞
嶋
俊
造
、
奥
田
太
郎
、
河
野
哲
也
編
著
『
人
文
・
社
会
科
学
の
た
め
の
研
究
倫
理
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
（
慶
応
義
塾

大
学
出
版
会
）

ISB
N

:978-4766422559
神
里
彩
子
、
武
藤
香
織
編
『
医
学
・
生
命
科
学
の
研
究
倫
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）

ISB
N

:978-
4130624138
野
島
高
彦
著
『
誰
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
実
験
ノ
ー
ト
の
書
き
方
』
（
化
学
同
人
）

ISB
N

:978-4759819335
須
田
桃
子
著
『
捏
造
の
科
学
者

 STA
P細
胞
事
件
』
（
文
藝
春
秋
）

ISB
N

:978-4163901916
 [授
業
外
学
修
（
予
習
・
復
習
）
等

]
日
本
学
術
振
興
会
「
研
究
倫
理
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」
の
受
講

 [そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）

]
第
１
～
３
講
は
土
曜
２
，
３
，
４
限
に
行
う
。
第
４
講
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
て
講
義
の
翌
週
の
土
曜
１
，

２
ま
た
は
３
，
４
限
に
実
施
す
る
。
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